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落雷起源で生じる電磁波を空電といい，広帯域な周波数成分が含まれる．特に 3 kHz 以下の
ELF 帯空電は，大地と電離層間を少ない減衰で伝搬し，地球を周回するシューマン共振現象を引
き起こすことが広く知られている． 
特に，比較的大規模の対地雷放電が発生すると，振幅が大きく時間的に過渡的な ELF トランジ
ェント波形として検出される．ELF トランジェントは球面波をなしており，地上の多点における
同時観測が可能である．この ELF 観測ネットワークを用いた電磁界解析から，落雷位置および電
荷モーメントなどの電気的特性を導出することが可能である．しかし，ELF 帯電波ネットワーク
観測による国内落雷エネルギー分布は明らかになっていない． 
本研究では，新規で立ち上げた鹿児島県垂水観測所，および従来から使用している北海道母子
里観測所の各電磁界データを用いて，2011年3月期における国内の落雷イベントの解析を行った． 
 その結果，日本周辺では 19153 の対地雷放電が ELF 帯空電により検出され，交会法の結果か
ら主に太平洋上で確認された．また，本研究でのイベントに関して正極性雷が 56%であったこと
もわかった．その他，10 日毎の時期的変化や太平洋側と日本海側にわけて領域別分布の導出も行
った．これより，正極性雷はそのイベント数のみならず Qds 値に関しても負極性雷に対して優勢
であった．また，領域別分布においては両極性共に太平洋側での落雷が日本海側に比べて 50 Ckm
も大きかったという結果となった． 
 本研究では，電気的特性の導出からスプライトを伴う夏季・冬季の気象条件や発生機構の解明
に対する期待がかかっている．その他，大電荷量に弱い風力発電設備に使用される風車のブレー
ドの壊滅被害削減や，原子力発電に代わる再生可能エネルギーの提案といった応用も見据えてい
る．そのためにも，落雷推定精度の向上や電流モーメントの導出，Qds と気象データとの比較等
を通して国内の落雷における電気的特性をより明らかにしていくことが今後の課題となる． 
 
 
